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千
葉
県
と
（
一
社
）
千
葉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
61
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術

展
が
、
８
月
30
日
（
火
）
～
９
月
４
日
（
日
）
の
６
日
間
に
わ
た
り
千
葉
県
立
美
術
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
県
立
美
術
館
耐
震
工
事
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催

で
出
品
数
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
絵
画
85
点
、
書
38

千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

於　

千
葉
県
立
美
術
館

点
、
写
真
55
点
の
出
展
数
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
力
作
ぞ
ろ

い
で
、
千
葉
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
し
て
頂
い
た
こ
と
等

に
よ
り
、
開
催
期
間
中
に
は
多
く
の
方
が
会
場
に
訪
れ
鑑
賞
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
の
４
日
に
は
、
表
彰
式
な
ら
び
に
審
査

員
の
先
生
に
よ
る
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
評
に
は
多
く
の
出

展
者
が
参
加
さ
れ
先
生
の
お
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

再
開
か
ら
２
回
目
と
な
る

第
61
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
‼

第61回

絵画の部

◦総評　千葉県美術会理事　竹久 秀樹 ────────────────────────────────────
昨年より、かなり多数の出品者があって、作品の内容も向上している。描写的な作品が多く、もう少し抽象的な作品
があってもいいと思います。

（厚生労働大臣賞）推 薦

「高原牧場」
菅原 平治さん
牧歌的な題材を素直に表現していて自然
感がよく出ています。これからもこうい
う主題で制作して下さい。期待しています。

（千葉テレビ放送賞） （県知事・労福協賞）

特 選 特 選

「母と子」
寺澤 洋子さん

「今日も明日も」
宇佐見 一枝さん

母子の愛情をひまわりととも
に素直に表現できているのが
素晴らしい。奇をてらわず素
直な描写が魅力的です。

この展覧会は、洋画と水墨を同列に
並べています。その中で、洋画にも
負けない迫力が出ています。

書道講評

写真講評

絵画講評
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（県知事 ･ 労福協賞）特 選

「一瞬の永遠
　［485ラスト・ラン］」
氏家 伸治さん
シャッターチャンスが素晴らしく短いトンネル
だが列車のライトが照らし出している画面を引
き締めている。構成が素晴らしい。

書の部
（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）

「
唐
詩
三
首
」
吉
田 

翠
雲
さ
ん

◦総評　一般社団法人書星会理事長　宮負 丁香 ────────────────────────────────
昨年度の出品の約３倍の出品があった事はすばらしいことで、良作が多く出品作も大作が多く充実した展示になった。

推 薦
一
字
一
字
を
丁
寧
に
運
筆
し
て
落
ち
着
い
た
作
に
仕
上
が
っ
た
。
２
尺
×
８
尺
の
用
紙
を
２
枚
に
分
け
て
書

い
た
こ
と
も
成
功
で
あ
っ
た
。
余
白
も
生
き
て
上
々
の
作
で
あ
る
。

（
県
知
事･

労
福
協
賞
）「
良
寛
詩
」

井
田 

盞
花
さ
ん

特 選
調
和
体
作
品
。
米
芾
の
書
法
を
所
々
に
見
せ
て
安
定
し
た
作
。
漢
字
と
仮
名
の
調
和
も
ほ
ど
良
く
、
明
る
く

さ
わ
や
か
な
作
品
で
あ
る
。

（
千
葉
県
立
美
術
館
長
賞
）「
唐
詩
三
首
」
川
島 

遙
青
さ
ん

特 選
動
き
が
大
き
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
仕
上
が
っ
た
。
線
の
強
さ
が
作
品
を
引
き
締
め
、
潤
筆
部

分
も
効
果
的
で
躍
動
感
を
醸
し
出
す
。

写真の部

◦総評　公益社団法人日本写真家協会会員　柏㟢 育造 ─────────────────────────────
全て素晴らしい作品だが、今回は自分の主張したいことを伝える迫力が弱く、全体的におとなしい印象の作品が多かった。

（厚生労働大臣賞）推 薦

「ベストポイント」
丸山 美由紀さん
トンボが羽ばたいている様子を逆光を狙ってと
らえている。構図もよく逆光でとらえている為、
雑草とくもの糸がより自然を醸し出している。
トンボを中心からずらしている所が動的な感じ
をよくとらえている。

（千葉日報社社長賞）

特 選

「恐いよお母さん」
佐々木 浅雄さん
大道芸人と子供の対比がおもしろく、まわりの人の表情
と子供の表情がよくわかり、上手くまとまった作品。
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千
葉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の

第
1
回
労
働
者
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
が
、

２
０
１
６
年
8
月
3
日
（
水
）
全
労
済

千
葉
県
本
部
6
階
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
認
知
症
や
介
護
離

職
等
の
深
刻
な
現
実
、
さ
ら
に
自
殺
問

題
等
の
現
状
等
、
勤
労
者
を
取
り
巻
く

社
会
的
課
題
に
つ
い
て
研
修
す
る
と
と

も
に
、
自
殺
対
策
の
取
り
組
み
、
と
り

わ
け
「
人
の
話
を
き
く
」
こ
と
の
大
切

さ
を
知
り
、
職
場
や
地
域
で
の
支
え
合

い
の
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

40
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
新
潟
県
労
福
協
・
群
馬

県
労
福
協
他
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
等
、

多
数
の
研
修
実
績
が
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
協
会
大
小
原
理

事
長
を
招
き
、
自
己
紹
介
を
含
め
た
事

例
検
討
か
ら
入
り
、
社
会
の
変
化
、
自

殺
者
の
統
計
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ

い
て
の
講
演
と
、
体
験
学
習
と
し
て
、

傾
聴
、
声
か
け
、
事
例
検
討
、
味
方
に

な
り
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
々

に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４

名
が
１
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
知
ら
な
い

人
同
志
で
一
緒
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
う
方
法
で
進
め
ら
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
の
中
で
研
修
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
・

協
同
組
合
運
動
推
進
の
取
り
組
み

連合千葉執行委員会

労働者福祉セミナー開催される第1回

講師：NPO法人日本ゲートキーパー協会　大小原理事長

２
０
１
７
年
3
月
）

③
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
２
０
１
６
年
11
月
26
日
予
定
）

④
協
同
事
業
団
体
・
中
央
労
福
協
の
研
修
・

紹
介
機
材
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
資
料
等
）
の
労
働

組
合
へ
の
紹
介
・
貸
出

「
運
動
方
針
等
へ
の
労
働
者
自
主
福
祉
運

動
推
進
の
方
針
化
要
請
」
に
つ
い
て
は
、
8

月
31
日
の
連
合
千
葉
、
9
月
5
日
連
合
千
葉

執
行
委
員
会
で
の
産
別
要
請
を
皮
切
り
に
来

年
3
月
末
ま
で
要
請
行
動
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

千
葉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
２
０
１
２

年
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機
に
労
働
者
自
主

福
祉
運
動
・
協
同
組
合
運
動
の
更
な
る
推
進

に
向
け
、
あ
ら
た
め
て
労
福
協
運
動
の
大
き

な
柱
と
位
置
づ
け
次
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

①
社
会
的
認
知
度
の
向
上
、
利
用
促
進
・
相

互
利
用
促
進
の
検
討

②
労
働
団
体
や
労
働
組
合
に
対
す
る
運
動
方

針
等
へ
の
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
推
進

の
方
針
化
要
請
（
２
０
１
６
年
8
月
～
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「
生
活
底
上
げ
・

　
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」‼

奨学金制度改善に向けた第３ステージの
取り組みへの協力を‼

千葉県労福協

2016年度

千
葉
県
労
福
協
で
は
中

央
労
福
協
の
方
針
を
踏
ま

え
全
国
の
仲
間
と
と
も
に

昨
年
秋
よ
り
奨
学
金
制
度

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
第

１
ス
テ
ー
ジ
（
２
０
１
５

年
7
月
～
２
０
１
６
年

4
月
）、
第
２
ス
テ
ー
ジ

（
２
０
１
６
年
5
～
7
月
）

が
終
了
し
、
い
よ
い
よ
第

３
ス
テ
ー
ジ
の
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ア
ピ
ー
ル
へ
の
賛
同

署
名
や
、
当
事
者
の
皆
様

の
声
を
頂
き
、
多
く
の
方

に
知
っ
て
頂
く
等
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
し
社
会
全
体
の
大
き
な
う
ね
り

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
層

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈第
３
ス
テ
ー
ジ
の
取
り
組
み
〉

時　

期　

２
０
１
６
年
9
月
～

　
　
　
　

２
０
１
７
年
5
月

（
集
中
取
組
ゾ
ー
ン
10
月
～
11
月
）

主
な
取
り
組
み

⑴　

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
等
を
求

め
る
ア
ピ
ー
ル
の
賛
同
署
名
（
10
月
～

1
月
）

⑵　

当
事
者
の
声
の
募
集
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
可
視
化

⑶　

臨
時
国
会
、
通
常
国
会
へ
の
対
応

⑷　

相
談
員
養
成
研
修
会

千
葉
県
労
福
協
は
、
中
央
労
福
協
の
方
針
を
踏
ま
え
、
全
国
一
斉
の
２
０
１
６
年
度
「
生
活

底
上
げ
・
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
取
り
組
み
を
10
～
11
月
の
２
ヶ
月
間
、
関
係
団
体
と

連
携
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

１
．
実
施
期
間

　
　

２
０
１
６
年
10
月
～
11
月

２
．
テ
ー
マ
と
取
り
組
み

⑴　

全
国
共
通
テ
ー
マ

Ａ
．
次
世
代
を
担
う
若
者
を
追
い
込
む

雇
用
劣
化
と
“
奨
学
金
制
度
”
の
改

善
を
実
現
し
よ
う
！

Ｂ
．
生
活
・
就
労
支
援
を
強
化
し
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
を
地
域
で

支
え
よ
う
！

Ｃ
．
み
ん
な
で
労
働
者
福
祉
事
業
を
利

用
し
、
共
助
の
輪
を
地
域
に
広
げ
よ

う
！

⑵　

主
な
取
り
組
み

◦
奨
学
金
問
題
の
世
論
喚
起
、
社
会
運

動
（
学
習
会
、集
会
、街
宣
、ア
ピ
ー

ル
賛
同
活
動
、
当
事
者
の
声
の
募
集
、

議
員
要
請
等
）

◦
自
治
体
へ
の
要
請
・
協
議
・
意
見
交
換

◦
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
活
動

◦
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
推
進

◦
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
課

題
整
理
・
検
討
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連
合
は
平
和
運
動
と
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
に
よ
る
世
界
の

恒
久
平
和
の
実
現
と
、
被
爆

者
支
援
を
は
じ
め
、
在
日
米

軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
、
日

米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直

し
に
向
け
た
運
動
、
北
方
領

土
の
早
期
返
還
と
日
ロ
平
和

条
約
の
締
結
を
め
ざ
す
運
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
６
月
～
９
月

を
平
和
行
動
月
間
と
し
て
、

沖
縄
（
6
月
）、
広
島
・
長

崎
（
8
月
）、
根
室
（
9
月
）

で
の
平
和
行
動
を
基
本
に
、

中
央
・
地
方
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
６
月
の
「
平
和

行
動
in
沖
縄
」、８
月
の
「
平

和
行
動
in
広
島
」、「
平
和
行

動
in
長
崎
」
９
月
の
「
平
和

行
動
in
根
室
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

平
和
行
動
in
沖
縄
（
６
／

23
～
25
）
で
は
、
平
和
オ
キ

ナ
ワ
集
会
、
現
地
視
察
学
習

（
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
「
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮

小
と
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

改
定
」
を
求
め
る
集
会
・
デ

モ
に
参
加
し
ま
し
た
。
平
和

行
動
in
広
島
（
８
／
４
～

６
）
で
は
、
平
和
ヒ
ロ
シ
マ

集
会
、
ピ
ー
ス
・
ウ
オ
ー
ク

（
平
和
記
念
公
園
内
の
慰
霊

碑
）、
平
和
学
習
「
語
り
部

講
和
」、「
連
合 

原
爆
死
没

者
慰
霊
式
」。
平
和
行
動
in

長
崎
（
８
／
８
～
10
）
で
は
、

平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
、
ピ
ー

ス
・
ウ
オ
ー
ク
（
原
爆
落
下

中
心
地
公
園
、
平
和
公
園
）、

万
灯
流
し
。
等
々
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
各
平
和
行
動
に
て

特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
語
り
部
の
継
承
者
不

足
が
現
実
と
い
う
こ
と
で
す
。

語
り
部
の
方
々
か
ら
お
聞
き

し
た
戦
争
体
験
を
、
私
た
ち

も
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ

と
、
平
和
へ
の
思
い
を
募
ら

せ
る
平
和
行
動
と
な
り
ま
し

た
。

平和行動in沖縄、in広島・in長崎・
in根室の４行動に参加する‼

連合の平和運動
長崎沖縄

根室広島
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２
０
１
６
年
８
月
27
日
（
土
）
14
時
30

分
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
千
葉
に
お

い
て
、
１
９
４
名
の
参
加
に
よ
り
連
合
千

葉
青
年
・
女
性
委
員
会
合
同
で
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
労
働
者
自

主
福
祉
運
動
の
理
解
と
浸
透
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
全
労
済
や
中
央
労
働
金
庫
と

の
連
携
に
よ
り
取
り
組
み
ま
し
た
。

初
め
に
、
千
葉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

の
黒
河
会
長
を
お
招
き
し
、
全
労
済
や
中

連合千葉

央
労
働
金
庫
の
歴
史
や
設
立
さ
れ
た
意
味

合
い
な
ど
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
㈱
Ｆ
Ｐ
ユ
ニ
オ
ン
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
の
飯
村

久
美
氏
よ
り
、
マ
ネ
ー
美
人
・
マ
ネ
ー
イ

ケ
男
に
な
る
た
め
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

の
築
き
方
」
と
い
う
講
演
を
行
い
、
講
演

後
、
全
労
済
と
中
央
労
働
金
庫
か
ら
、
保

障
や
貯
蓄
に
関
す
る
考
え
方
や
見
直
し
方

の
提
案
を
受
け
、
将
来
に
向
け
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
に
は
、
他
業
種
の
組
合

員
と
の
親
睦
を
深
め
る
、
大
交
流
会
を
行

い
、
ゲ
ー
ム
を
行
い
な
が
ら
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
有
意
義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
・
女
性
委
員
会

合
同
研
修
会
を
開
催
！

沖縄

広島

飯村久美子氏による講演

黒河会長による福祉事業団体の歴史説明

交流会の模様
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中央ろうきん

〈ろうきん〉は、はたらく仲間がお互いを助け合うために資金を出し合ってつくった
協同組織の金融機関です。全国に13の〈ろうきん〉があり、〈中央ろうきん〉は１都７
県を営業エリアにしています。企業への融資が中心の銀行とは異なり、お預かりした資
金は住宅教育、マイカーなど個人の方向けへの融資が99％を占めています。〈ろうきん〉
は福祉金融機関の視点からはたらく皆様の生活設計・改善を支援するために、様々な商
品提供を行っております。

今般、千葉地区における勤労者の皆様へのサービス・利便性向上を図るために、本八
幡駅にＡＴＭを新設いたしました。
このネットワークを活用することで、より一層皆様方にお役に立てるものと存じます。
また、〈ろうきん〉のキャッシュカードで他行でのＡＴＭ引出し手数料を全額キャッ
シュバックしており、働く皆さま方から大変ご好評をいただいております。
まだ、〈ろうきん〉に給与振込を指定されていない方は、この機会に是非給与振込指定
をご検討ください。

ATM新設のお知らせ
ますます便利に

ご入金・お支払・お振込
残高照会・通帳記帳

【平日・土曜・日曜・祝日】
７時～23時

ご利用サービス
ＡＴＭ営業時間

本八幡駅 Ａ２出口に
（都営新宿線とJR線 乗換え通路）

オープンしました！
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全労済からのご報告

台風９号等により被災された
組合員への対応状況のご報告

　2016年８月22日に千葉県に上陸した台風９号は、千葉県全域に大きな被害をもたらしました。全労

済千葉県本部では、2016年８月29日から９月23日まで特別体制を組み、被災された組合員皆さまへの

対応を最優先に訪問調査活動を進めてきました。

　千葉県本部では1,099件（2016年９月22日現在）の被災受付があり、そのうち訪問調査が必要な893

件に対し、全労済職員一丸となり対応を進めてきました。

　特別体制下では、職員２人１組（班）となり、１日平均５班体制で１班あたり１日約４件の訪問調査

を行いました。また、協力団体の皆さまには十分な推進活動が行えないことについてご理解をいただき

ながら特別体制での活動を進めました。

　その結果、2016年９月22日現在、849件の訪問調査を完了することができました。(完了率95.07％ )

　全労済千葉県本部としての特別体制は2016年９月23日をもって解除しましたが、引き続き、被災さ

れた組合員の皆さまの対応を丁寧かつ迅速に進めていきます。

訪問調査活動の様子

9



生協連

8
月
27
日
（
土
曜
日
）、
茂
原
市

を
会
場
に
、
第
37
回
9
都
県
市
合
同

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
訓
練
は
、
午
前
8
時
頃
、
千

葉
県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震
が
発
生

し
、
茂
原
市
で
は
震
度
６
強
を
記
録

す
る
と
と
も
に
、
建
物
の
倒
壊
や
道

日
本
赤
十
字
千
葉
県
支
部
や
千
葉
県
と

の
「
災
害
時
協
力
協
定
」
に
基
づ
い
て
、

医
療
品
搬
送
訓
練
や
救
援
物
資
等
の
搬

送
訓
練
に
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
・
コ
ー

プ
み
ら
い
・
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
車
両

と
担
当
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
千
葉
県
生
協
連
は
、
千
葉
県

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
連
絡
会

の
一
員
と
し
て
、
千
葉
県
労
福
協
、
連

合
千
葉
と
と
も
に
、
千
葉
県
や
茂
原
市

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
上

げ
・
運
営
訓
練
や
、
支
援
物
資
の
受
入

と
仕
分
け
、
各
避
難
所
に
向
け
て
の
搬

送
車
両
へ
の
積
み
込
み
等
の
訓
練
に
も

参
加
し
、
災
害
時
の
連
携
や
手
順
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

適
格
消
費
者
団
体
を

め
ざ
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

路
の
損
壊
が
多
数
発
生

し
、
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

機
能
も
麻
痺
し
て
い
る

と
の
想
定
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
１
０
０
機

関
約
５
，
０
０
０
名
が

参
加
し
、「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
の
連
携

強
化
を
主
眼
と
し
、
各

機
関
の
連
携
強
化
と
防

災
能
力
向
上
を
目
的
と

し
た
実
働
訓
練
、
熊
本

地
震
に
お
け
る
課
題
を

意
識
し
、
避
難
所
運
営

を
想
定
し
た
住
民
参
加

体
験
型
の
避
難
所
運
営

訓
練
な
ど
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

千
葉
県
生
協
連
で
は
、

■９都県市合同防災訓練（千葉県会場）に参加第37回

医療品の搬送訓練救出救助訓練

救援物資を積んだ生協トラック日赤の緊急仮設診療所設置訓練

ボランティアによる救援物資の荷卸し仮設診療所でのトリアージ訓練
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■
全
国
研
究
集
会
開
催
さ
れ
る

２
０
１
６
年
９
月
８
日
（
木
）
か
ら
９
日

（
金
）
に
か
け
、
北
海
道
札
幌
市
「
札
幌
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
労
働
者
福
祉
中

央
協
議
会
（
中
央
労
福
協
）
の
「
２
０
１
６

年
全
国
研
究
集
会
」
が
、
事
業
団
体
、
労
働

組
合
、
地
方
労
福
協
か
ら
約
３
０
０
名
が
参

加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
労
福
協
で
は
、
中
央
労
福
協
「
全

国
研
究
集
会
」
を
事
業
計
画
の
「
労
働
者
福

祉
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
の
取
り
組
み
」
に

位
置
づ
け
、
構
成
団
体
を
含
め
参
加
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
連
合
千

葉
（
千
教
組
）
１
名
、
中
央
労
金
千
葉
県
本

部
１
名
、
全
労
済
千
葉
県
本
部
１
名
、
千
葉

県
生
協
連
１
名
、
千
葉
県
労
福
協
１
名
の
５

名
が
参
加
し
、
千
葉
県
労
福
協
黒
河
会
長
は

中
央
労
福
協
の
副
会
長
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。本

研
究
集
会
は
「
あ
ら
ゆ
る
世
代
・
層

に
広
が
る
格
差
と
貧
困
を
解
消
す
る
た
め

中央労福協

２
０
１
６
年
度
全
国
研
究
集
会
に
先
駆
け
９
月
７
日（
水
）

に
第
２
回
地
方
労
福
協
会
議
が
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

花
井
事
務
局
長
よ
り
活
動
報
告
が
さ
れ
、
特
別
報
告
と
し

て
日
本
退
職
者
連
合
林
副
事
務
局
長
よ
り
「
地
域
に
お
け
る

�地方労福協会議

連
携
強
化
に
向
け
て
」
と
し
て
、

①
地
域
で
進
む
退
職
者
連
合
と

労
福
協
（
労
金
、
全
労
済
）
の

連
携
、
②
退
職
者
連
合
５
つ
の

改
革
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
協

議
事
項
で
は
、
①
２
０
１
６
生

活
底
上
げ
・
福
祉
強
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
、
②
奨
学

金
制
度
改
善
に
向
け
た
第
３
ス

テ
ー
ジ
の
取
り
組
み
の
具
体
的

な
進
め
方
、
③
２
０
１
６
～

２
０
１
７
年
度
活
動
方
針
の
補

強
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
共
有

化
と
意
思
一
致
が
は
か
ら
れ
ま

し
た
。

花井事務局長黒河副会長
日本退職者連合
林副事務局長

と
活
動
か
ら
見
え
る
社
会
的
課
題
～
あ
な
た

の
隣
に
あ
る
貧
困
～
」（
報
告
者
：
し
ん
ぐ

る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
北
海
道　

平
井

照
枝　

代
表
）を
受
け
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ス
藤
田
代
表
、
連
合
非
正

規
労
働
セ
ン
タ
ー
石
田
局
長
、
北
海
道
教
職

員
組
合
山
﨑
先
生
、
新
潟
県
労
福
協
山
田
専

務
理
事
を
迎
え
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
花

井
事
務
局
長
の
進
行
で
、「
～
若
者
を
は
じ

め
と
す
る
“
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
”
を
断
ち

切
る
た
め
、い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
！
」

を
テ
ー
マ
に
進
め
ら
れ
、
会
場
を
含
め
た
活

発
な
討
論
と
な
り
ま
し
た
。
花
井
事
務
局
長

の
ま
と
め
、
そ
し
て
黒
河
副
会
長
の
閉
会
挨

拶
で
二
日
間
の
全
国
研
究
集
会
は
、
多
く
の

現
状
や
課
題
を
学
び
共
有
化
で
き
る
二
日
間

で
あ
り
、
有
意
義
な
研
究
集
会
と
な
り
ま
し

た
。

に
！
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、

２
本
の
講
演
、
２
本
の
特
別
報
告

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

構
成
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
講

演
Ⅰ
「
孤
立
と
困
窮
を
生
ま
な
い

ま
ち
づ
く
り
“
支
え
合
い
”
を
支

え
る
」（
講
師
：
中
央
大
学
法
学

部　

宮
本
太
郎 

教
授
）、
講
演
Ⅱ

「
全
世
代
に
広
が
る
貧
困
と
生
活

困
窮
者
支
援
～
下
流
老
人
と
若
者

世
代
～
」（
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ほ
っ
と
プ
ラ
ス　

藤
田
孝
典　

代

表
理
事
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翌

日
は
、
特
別
報
告
Ⅰ
「
と
も
に
生

き
る
地
域
づ
く
り
」（
報
告
者
：

労
協
連
北
海
道
事
業
本
部　

佐
々

木
あ
ゆ
み　

事
務
局
長
）、
特
別

報
告
Ⅱ
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状

神津会長中央大学法学部
宮本太郎 教授

NPO法人ほっとプラス
藤田孝典　代表理事

第２回

！

2016
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２
０
１
６
年
７
月
25
日
（
木
）
群

馬
県
渋
川
市
・
ホ
テ
ル
木
暮
に
お
い

て
、
労
働
者
福
祉
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会「
２
０
１
６
年
度
代
表
者
会
議
・

第
２
０
８
回
幹
事
会
合
同
会
議
」
が

１
都
10
県
の
地
方
労
福
協
等
よ
り
33

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
は
、
前
段
に
第
２
０
８
回

２
０
１
６
年
８
月
５
日
（
金
）
か

ら
６
日（
土
）に
か
け
、千
葉
市
・
オ
ー

ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
労
働

者
福
祉
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
「
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
経
験
交
流
」
が
、

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
構
成
地
方
労
福
協
が

設
置
し
て
い
る
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
等
の
相
談
員
が
参
加
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
、
50
年
を
振
り
返
り
こ
れ
か
ら

取
り
組
む
こ
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

何
を
す
る
の
か
等
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
資
料

と
し
て
「
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
50

年
の
あ
ゆ
み
」、「
２
０
０
７
年
度
～

２
０
１
５
年
度
の
活
動
報
告
」
が
添

え
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
精
神
保
健
福
祉
士
の
苅
田

尚
晴
氏
よ
り
講
演
を
頂
き
、
そ
の
後
、

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
特

徴
的
事
例
や
懸
案
事
項
の
報
告
」
に

入
り
各
地
方
労
福
協
の
相
談
員
か
ら

報
告
が
さ
れ
、
質
疑
応
答
や
意
見
交

換
を
通
し
共
有
化
を
は
か
ら
れ
ま
し

た
。
翌
日
に
は
、「“
誰
ひ
と
り
孤
立

さ
せ
な
い
地
域
づ
く
り
”
風
の
村
式

地
域
包
括
ケ
ア
理
念
と
実
践
」
を

テ
ー
マ
に
、
社
会
福
祉
法
人
生
活
ク

ラ
ブ
風
の
村
理
事
長 

池
田
徹
氏
よ

り
講
演
を
頂
き
、
そ
の
後
、
全
体
を

と
お
し
て
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
演
を
頂
い
た

苅
田
講
師
は
ち
ば
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
面
接
相
談

会
で
、
池
田
講
師
は
千
葉
県
労

福
協
の
各
種
取
り
組
み
に
お
い

て
指
導
・
連
携
を
は
か
っ
て
い

る
方
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
個

別
相
談
も
あ
り
、
相
談
員
の
交

流
を
含
め
有
意
義
な
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

初
日
は
、

「
最
近
の
相

談
支
援
事
例

の
傾
向
と

留
意
事
項
」

２
０
１
６
年
度
代
表
者
会
議
・

第
２
０
８
回
幹
事
会
合
同
会
議

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業経

験
交
流

労働者福祉東部ブロック 協議会 労働者福祉東部ブロック協議会では、組織の枠を超え全労働者的
視点に立ち、福祉の充実と生活向上をめざすため、さまざまな活
動に取り組んでいます。ここにその一端をご紹介いたします。

黒河会長中央労福協
花井事務局長

池田講師

幹
事
会
で
各
種
活

動
の
具
体
化
が
協

議
さ
れ
、
引
き
続

き
２
０
１
６
年
度

代
表
者
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
者
会
議

は
、「
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
50
周
年

の
節
目
に
あ
た
り
、

今
後
の
運
動
を
考

え
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
黒
河
会

長
よ
り
テ
ー
マ
設

定
の
趣
旨
が
説
明

苅田講師
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２
０
１
６
年
９
月
１
日
（
木
）
茨

城
県
・
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
に
お
い
て

労
働
者
福
祉
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

「
２
０
１
６
年
度
事
業
団
体
責
任
者

会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
団
体
責
任
者
会
議
は
、
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
関
係
す
る
、
中

央
労
金
、
全
労
済
東
日
本
事
業
本
部
、

静
岡
県
労
働
金
庫
、
長
野
県
労
働
金

庫
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、
新
潟
県
総

合
生
協
の
事
業
団
体
と
各
地
方
労
福

協
、
さ
ら
に
中
央
労
福
協
、
連
合
関

労
働
者
福
祉
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
「
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
」
は
、
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
結
成
40
周
年
を
契

機
に
開
設
し
、
地
域
や
職
場
で
労

働
者
福
祉
運
動
の
新
た
な
創
造
を

担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に

２
０
０
６
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

節
目
と
な
る
第
10
期
は
前
半
を

２
０
１
６
年
6
月
17
日
（
金
）
18
日

（
土
）、
後
半
を
8
月
26
日
（
金
）
27

県
三
島
市
に
あ
る
東
レ
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
で
、
そ
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
・
修
了
式
が
9
月
30
日
（
金
）

田
町
交
通
会
館
で
実
施
さ
れ
終
了
し

ま
し
た
。
千
葉
県
労
福
協
か
ら
は
労

働
団
体
、
事
業
団
体
、
地
区
労
福
協

か
ら
4
名
が
受
講
し
無
事
卒
塾
さ
れ
、

1
期
か
ら
10
期
ま
で
の
卒
塾
生
は
33

名
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
で
活
躍

さ
れ
、
ま
た
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

東
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
参
加
頂
き
開
催
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
「
事
業
団
体
か
ら
の
課

題
提
起
と
労
福
協
へ
の
期
待
」
を

テ
ー
マ
に
、
黒
河
会
長
の
開
催
趣
旨

を
含
め
た
挨
拶
に
始
ま
り
、
中
央
労

福
協
花
井
事
務
局
長
、
連
合
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
岡
田
会
長
よ
り
連
帯
挨
拶
を

頂
き
、
そ
の
後
、
各
事
業
団
体
か
ら

事
業
報
告
と
課
題
提
起
が
さ
れ
、
そ

の
上
で
利
用
促
進
と
共
助
拡
大
に
向

け
労
福
協
や
労
働
団
体
へ
の
期
待
・

要
望
等
が
趣
旨
に
添
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
課
題
認
識
や
連
携
し
て
の

活
動
等
、
共
有
化
が
は
か
れ
ま
し
た
。

「
２
０
１
６
年
度
事
業
団
体
責
任
者
会
議
」

　

利
用
促
進
と
共
助
拡
大
を
め
ざ
し
て
、

　
　

事
業
団
体
責
任
者
会
議
開
催
さ
れ
る
‼

「
第
10
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
」

終
了
す
る

前
　
半

第１講座「労働運動と労働者福祉運動の理念と歴史」
第２講座「労働者自主福祉事業団体の活動事例」
第３講座「連帯社会の担い手としての協同組合へ」

～その中での労働組合・労福協の役割と運動～
「小論文の提出と作成のポイント」

第４講座　第１部「労働金庫運動の基本方向と課題」
　　　　　第２部「全労済運動の基本方向と課題」

後
　
半

第１講座「労働組合・労福協とＮＰＯの連帯と協同」
第２講座「共益と公益　─今、労働組合と協同組合に求

められる労働者福祉運動課題」
第３講座「ビジネスユノリズムからソーシャルユニオリ

ズムヘ　～働くことを軸とする安心社会の実
現に向けて～」

修
了
式

課題提起「働くことを軸とする安心社会が示す労働運動
のかたち」

小論文発表　講師陣からの講評ならびに意見交換
修了証交付

日
（
土
）
そ
れ
ぞ
れ
静
岡

労働者福祉東部ブロック 協議会

受講風景（10期後半）

黒河会長挨拶

会場風景
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
活
動
の
ご
紹
介

千
葉
市
里
親
制
度

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
さ
れ
る
！

千
葉
県
労
福
協
は
、「
地
域
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
ば
」、「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ち
ば
」、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば
」、「
消
費
者
行
政
充
実
ネ
ッ
ト
ち
ば
」、「
貧
困

問
題
を
考
え
る
懇
談
会
」、「
ひ
と
・
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ち
ば
」
や
「
ち
ば
こ
ど
も

お
う
え
ん
だ
ん
」
等
に
参
加
し
、
市
民
と
の
協
同
や
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
社
会
的
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
間
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
・
報
告
し
ま
す
。

 柏女霊峰教授による講演

岩崎真智子さんによる講演

２
０
１
６
年
10
月
８
日
（
土
）
千
葉
市

美
浜
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
知
っ
て

ほ
し
い
な
！
里
親
の
こ
と　

～
社
会
的
養

護
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
私

た
ち
大
人
が
出
来
る
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ

に
千
葉
市
里
親
制
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
は
千
葉
市
、
実

施
団
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ち
ば
こ
ど
も
お

う
え
ん
だ
ん
」
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
第
1
部
で
は
「
里

親
制
度
の
振
興
を
願
っ
て　

～
里
親
に
も

子
育
て
支
援
を
！
」
を
淑
徳
大
学
総
合
福　千葉県協同組合提携推進協議会が主催します「第27回千葉県協同組合フェス

ティバル」が11月６日（日）千葉ポートパーク円形広場で開催されます。
　このフェスティバルは千葉県内の協同組合の交流をはかるとともに、県民に「協
同組合」をアピールすることを目的に1988年スタートしました。千葉県労福協
と中央労金千葉県本部は、千葉県生協連の呼びかけにより2012年の国際協同組
合年からフェスティバルに参加させて頂き、全労済千葉県本部と協力して出店し
事業・運動のＰＲ等を行っ
ています。「海と大地とくら
しの祭典」として千葉県生
協連をはじめ多くの協同組
合の皆さんが出店し、楽し
いイベントも盛り沢山あり
ますので、多くの皆さまの
ご参加をお願いいたします。

日時　2016年11月6日（日）
　　　10時～15時

場所　千葉ポートパーク円形広場

第27回 千葉県協同組合
フェスティバルのご案内

祉
学
部
・
同
大
学
院
の
柏
女
霊
峰
教
授
よ

り
講
演
を
頂
き
、
第
2
部
で
は
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
岩
崎
恭
子
さ
ん
の

母
親
で
静
岡
県
里
親
の
岩
崎
真
智
子
さ
ん

よ
り
「
知
っ
て
ほ
し
い
な
、
里
親
家
庭
の

こ
と
」
と
題
し
て
、
里
親
と
し
て
の
体
験

を
交
え
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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共済ショップがオープンしました。

※設置場所や営業時間、メンテナンス等によりご利用いただけない場合があります。

※普通預金・貯蓄預金口座のお引出し、カードローン ( マイプラン ) のお引出しを対
象に、1口座あたり何回でも、ATM・CDご利用時のお引出手数料が即時にご利用
口座へキャッシュバックされます。※キャッシュバック回数に制限はありません。

※画像はイメージです。2016年10月１日現在詳しい内容は、〈中央ろうきん〉営業店までお問い合わせください。

〈中央ろうきん〉千葉県本部 TEL.043-251-5162お問い合わせ・ご相談は
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